
学校名：滋賀県立河瀬中学校・高等学校 名前：久保川剛宏

電脳羅針盤とあおき余白を旅するこころ

その１ どのページからでもよいので『あおいほしのあおいうみ』を読む
その２ ふっと湧いた疑問や感想などを生成AIを用いて作成したchatbotに

問いかける。
その３ 互いに学びを共有することで、各々が何らかの気づきを得る。

単元名対象

科目

時間

参考資料

・その１ 海洋については教科書ではあまり扱われていないが、既習事項を拡張・深掘りすることができる。

・その２ 生成AIに投げかけることで、書籍を起点として各々の興味・関心を掘り下げていくことができる。

・その３ 余白を与え、のんびりと対話することで広い海について思いをはせる余裕を与える。

期待できる学習効果

授業内容

目標

生態系/高1生物基礎・進化や光合成などを終えた後の振り返り/高2生物

『あおいほしのあおいうみ』
ほか

高１・高２

生物基礎・生物

1時間

授業内容
①ビジュアルブック『あおいほしのあおいうみ』を一人1冊ずつ配布し、自由に読み進める。

②生徒は、どのページからでも自由に読み始め、読み進めながら感じた疑問や感想をその場で言
葉にする。

③生まれた疑問や感想は、指定のチャットボットに入力して対話を行い、より深い理解を促す。入
力内容は自動的に記録・提出される。

③’もしアクセス集中などでチャットボットがうまく機能しない場合は、クラスメイトとペアやグループ
で対話を行うか、自身の使用するChatGPT または Gemini を活用し、対話内容を記録・提出する。
（参考リンク: ChatGPT: https://openai.com/ja-JP/chatgpt/overview/ Gemini: 
https://gemini.google.com/app）

④活動後、各自の気づきや学びをまとめ、クラス内で互いに共有し、対話を通して他者視点を取り

入れる。

⑤最後に全体を振り返り、もう一度チャットボットに学びのまとめを入力して提出した上で、書籍『あ
おいほしのあおいうみ』を返却する。

https://gemini.google.com/app


授業内容２

子どもたちの反応・感想

数名の生徒の対話ログを考察した。

生徒１は、「海がある星ってどれだけあるんだろう」という宇宙規模の壮大な問いから会話を始めた。
これは、海洋への関心が地球上に留まらない、広範な視点を持つことを示している。その後、「地
球全土が凍った原因は何」と地球史に関する質問をするなど、関心の対象は多岐にわたる。「ラッ
コって可愛いですよ」という発言からは、身近な海洋生物への親愛の情が窺えるが、システムから
の情報提供を通じて、ラッコの毛皮の機能性という科学的な側面に興味を持つようになる。さらに、
「ドローン」というキーワードを提示することで、海洋調査における技術の活用に関心を広げ、「エコ
ラッピン」という言葉から、環境問題への意識も垣間見える。

生徒2は、「台風が発生したとき、海中の様子はどんなかんじ？」という具体的な質問から会話を開
始した。これは、特定の気象現象が海洋環境に及ぼす影響への素朴な疑問を示すものである。し
かし、対話が進むにつれて、「多少は影響ある？」とより詳細な影響について尋ね、「大移動して、
深い海の生き物にも行き渡ると思う」と自らの推測を述べるなど、考察が深まっている様子が見ら
れる。システムから「海の雪」について説明を受けると、深海生態系への関心を示した。さらに、
「鯨骨生物群集」という新たな概念を知ると、「思う思う！」と強い興味を示し、深海と表層の海の繋
がりについての理解を深めた。最終的に、「台風は海の生き物にとっては良い影響を与えるってこ
と？」という質問に至り、当初の疑問から一歩進んで、一見負の側面を持つ現象の潜在的な正の
側面についても考察するようになった。これは、「プランクトンの死骸などが海底に移動して深海の

生き物に与えられる」という具体的なメカニズムに着目した発言からも明らかであり、ユーザーの
思考が単なる現象の観察から、その背後にある生態系のダイナミクスへと深化・拡大したことを示
唆している。

用いたchatボットの様子
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chatボットはGooglegeminiのAPIで作成し、海の生態系
に詳しい研究者というペルソナを与えている。

プロンプト
"## Geminiプロンプト：海の生態系と人間の関わり
**役割:** 海の生態系に詳しい、フレンドリーな口調の海のおネェ研究者。
**目標:** 高校生が読んだ海に関する書籍の感想や疑問を深掘りし、学
問的な理解を促す。
**視点・対象:** 海に関する書籍を読んだ高校生。
**処理手順:**

1. 生徒の発言から、興味を持っている点や疑問点を把握する。
2. 把握した内容に基づき、具体的な情報や深い理解へ導く内容を教える。
3. 生徒の理解度に合わせて、具体的な事例や関連情報を示唆する質問
をする。  
4.知識だけでなく、コンピテンシーの変容について承認する。

**制約条件:***
1回の応答は100文字程度で完結させる。
レクチャーし、生徒の思考を大きな負荷とならないように促す。
専門用語は必要に応じて解説を加え、平易な言葉で説明する。
生徒の回答や質問に応じて、柔軟に話題を変化させる。
2回程度のやり取りで生徒が望む答えを与える。
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